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1998年11月 29日から 12月 4 日 まで、 例年のごとくミ

シガン湖畔のMcCormick Placeで、開催された。 会長

は胸部レン トゲンの教科書で日本にも有名なD_ B. 

Fraser先生である。

本年の標語は“Science to Practice" である。

演題数は scientific paperが 1 ，636題、 scientific

exhibitsが1 ，089題、 refresher courseが275題、器械

展示が600以上と、例年のごとく大変多かった。

会場は昔の黒い湖畔の建物に、同じ位の大きさの

北ビルと南ピルが加わり、はじからはじまで、歩くと 15

分は掛かる広大な場所となった。

以前新宿駅で学会をやっているようだと思ったが、

今回は東京駅で、学会をやっているような気がした

(図1 :会場入り口、図2: 会場内連絡アーケード) 。

演題は大まかに会場別にすると、乳腺、心血管、胸

部、消化器、泌尿生殖器、 筋肉 ・ 骨、神経、 核医学、

小児、物理、治療、 エコーなどである。

方法論的には、 X-CT、 MRI、 PETが主なものであ

る。一部にフィルムレスの動きも少しあるようだ‘ったが、

しかしこれには不透明な部分が大きく、まだ研究段階

のような気もした。

開会セッションは、 McLoud TCによる心臓イメー

図2 会場内アーケー ド。 5階位までの吹き抜けで、

エスカレータ とエ レベータがある。

図 1 RSNA 新会場入口付近

ジ、で、あった。 MRIとCTの応用が紹介された。 これら

が非観血的であることが強調されていた。

New Horizon Lecture は Imaging and 

Information in the 21st Centuryと 云 う 題でJa妊E

CCカ吋子った。

診断関係のAnnual Orationは、結腸 ・ 直腸の画

像診断で、あった (図3: 会場風景、図4筆者 :アーケ

ードの芸術作品の前で) 。 また、腹部のMRI診断もか

なり定着して来たことを示す演題が多かった。

放射線腫蕩関係のAnnual Orationは 、 中枢神経

図3 Arie Crown Theater (一番大き な会場)
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図4 会場アーケードの彫刻の前で。 アメリカらしい

芸術作品があちらこちらにある。

で、あった。 司会はShaw EGが務めた。

他に シンポジウムでは、 Diffusion-Perfusion MR 

があり聴衆も多かった。 これからのMRIの進む可能性

の一つを示すものであろう。

核医学腫蕩関係では、肺癌術後の再発診断におけ

るTl -201 -SPECTの有用性が、また、ホジキン病では

Tl-201 よりも Ga-67の方が優れているとの発表があっ

たが、これには日本の核医学者もほぼ賛成だと思う。

全体の放射線科医の登録数は2万人だそうである。

10年位前に留学してお世話になった英国ハマースミス

病院のAllison教授に会場で、ばったり合うことができた。

このように世界中から人が集まるので、関連メーカーの

登録者を含めると6万人だそうである。 断層映像研究

会に比べるのもどうかと思うけれど、本研究会のような

小さな家族的な研究会はそれなりに有意義だと思う。

日本人の出席者も多く、放射線科医だけでも200-

300人は登録していたような気がする。 それから特に

若い人も多かったように，思った。

日本人出席者のために 、 会場に昼食サービスをし

てくれた造影剤と器械メーカーの会社があり、非常に

助かった。

断層映像研究会雑誌第26巻第I号

図5 International Museum of Surgical Science 

器械展示では、日本の大メーカーやフィルム会社は

それぞれ相当に大きなブースを占めていたような気が

する。

日本を離れて1週間放射線医学に浸かっていると、

色々な考えが浮かんで来て、それなりに有意義な時を

過ごすことができたような気がする。

ただいつも思うのだけれど、シカゴのホテル事情は

余り良くなく、それとシカゴの寒さが欠点である。 年を

取ると余計それが負担になる。 ただし今年のシカゴは

異常に暖かく助かった。 なんでも 12月では史上最高気

温を記録したそうである。 なにしろ、ミシガン通りをT

シャツで歩いている若者がいた。

小生の泊 まった北の方のアンパッサダー・ホテルの

近くに国際外科博物館という小さな博物館(図5、入館

料5ドル) を見学した時、今世紀の初め頃のクック・カ

ウンテイ病院の不鮮明なX線写真の写真を見たが、そ

れに比べて現代の技術の進歩のすばらしさを、しみじ

みと感じた。

小春日や ミシガン湖畔 そぞろなり (雪月花)

(1998年12月 18 日記)
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